
■第４回策定会議で出された意見の振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■今後の活用方法について 

 

項 目 意 見 の 内 容 

全体 

・河川名の明確化（浜名用水、金原用水、馬込川） 

・最重点事項を分かりやすく表示 

・注釈マークをシンプルな表現に変更 

地震・津波 ・液状化被害の分布の分かりやすい表現 

  ⇒●冊子内でも分かりやすく改善、詳細は別冊に掲載 

・津波については 1 人でも逃げる旨を記載 

風水害 ・天竜川と馬込川の共通部分は集約して整理 

・被害想定と水位情報を混同しない表現の工夫 

  ⇒●避難行動ページの構成を見直し 

   （①避難のタイミングと行動、②情報、③避難のポイント、 

④被害想定） 

・｢風水害｣の見出しを分かりやすく工夫 

・浸水被害想定図の注意すべき地域を分かりやすく表現（色を変更）
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市指定避難所 ・避難所の定義の明確化（避難勧告が出されたら避難所へ避難/自宅

で生活できない方は避難所へ避難が矛盾？） 

・地域で指定している一時的な避難所を周知する工夫 

・一覧表を中学校単位で区切る（北浜地区） 

２ 災害に備える ・（p19）良い事例、悪い事例が分かるようにイラストに○×を追加

・土のうのつくり方が分かりにくい 

・ 応急手当ての方法の内容再考 ⇒消防署にて確認済み 

・（裏表紙）非常食の消費期限を定期的なチェックを促す内容の追加

防災マップ ・地域で指定した一時的な避難所の記載 

⇒●○公 マークを強調、記入欄を追加 

・記入欄は家族構成などにあわせて自由に記述できるように工夫 

区分 これまでに出された意見 

自治会・町内会 ・土砂災害危険箇所を地域で再度チェックする 

・地域で指定した一時的な避難所を住民に周知する 

（防災マップへの書き込み指導） 

自主防災隊 ・自主防災隊の活動時の冊子活用方法の検討 

・自主防災隊の活動周知、活動強化 

・防災訓練の充実 

その他 ・災害時要援護者の支援 
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